
ちようそがくもとちかしこくとういつ

（5）長宗我部元親の四国統一
もとやま

四国の統一元親は、1563年に本山氏をほろぼしてのち12年間

で土佐の国を統一しました。
Lよりよう ごうぞ〈

元親は、自分の所領よりも多い所領を持っていた豪族たちをた
くにちか いちじよう

おし、父国親が世話になったことのある一条家も追放して、土佐の
あるじ

国の主となったのです。
いちI』ようぐそく

元親をたすけて、いさぎよく戦ったのは、一領具足といわれる農
いぐさ あいま ぷ

民兵たちでした。戦のないときには、田畑を耕し、合間を見ては武
げい ぶそう

芸の練習にはげみ、戦になれば武装して戦場へかけつけるのです。

元親は、土佐統一の戦いをすすめながら、手がらをたてた家来や

一領具足たちに土地をあたえなければなりませんでした。しかし、

土佐の国は、山が多く耕地になる土地も少なかったのです。

元親は、新しい土地を手に入れたいと考え、1575年四国の統一
あわとくしま

をめざしました。阿波（徳島県）長宗我部元親像
しゅっぺい くせん

への出兵をはじめとし、苦戦を
さぬきかがわ

しながらも讃岐（香ﾉ'|県）に軍
いよえひご

をすすめ、ついには伊予（愛媛

県）も統一しました。こうして：

土佐統一後10年たった1585年
へいてい

の春、元親は四国を平定したの

でした。
しん11や〈

元親軍に侵略された国々では

お寺や家をやかれたり、田畑を

ふみあらされたことなどを今で

も語り伝えているそうです。
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ひでよし

元親・秀吉の関連についての略年表
もとちか せいはIjやく
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歴史群像シリーズ⑳長宗我部元親（学研出版）参考資料：

西雁 で無ごと

1585

1586

1587

1588

1590

1591

1592

1596

1599

1615

春、元親、四国全土を統一する‘
はL【Jひでなり[廿い'ゴつ

5月8日、秀吉が羽柴秀長に四国征伐を命じる

8月6日、元親軍が秀吉軍に敗れる。
の.;Xf'かせいば．

9月、元親・信親、秀吉の九州征伐に加わる

12月13日
へつぎが4》かつぜん

九州の戸次川の合戦で信親が戦死す

〃んf，

9月26日、長宗我部検地始まる
おJiたかさ力

元親、岡豊城を出て、大高坂に移る。
おだｵ〕ら二)〃3

元親軍が、秀吉の小田原攻撃に加わる。
§よじよううら4

元親、居城を浦土城に移す《
吟ようぜんじゆうぐ・ん

元親父子、秀吉の朝鮮出兵に従軍する｡

8月26日、浦土にイスバニア船サンフェリペ
ひ』うちやく

号が漂着する。（この事件は、後に秀吉のキリ
u《分1$

スト教徒の迫害へと発展する。

元親、秀吉軍に加わIJ朝鮮に出兵する
ふL鈴

元親、京都の伏見で亡くなる
LlIr’かおJiさ，

元親の子、盛親のひきいる長宗我部軍は、大坊
とよとみ

(大阪）夏の陣において、豊臣方に味方して劇
（』811

う。豊臣方は戦いに敗れ、盛親も処刑され、f

宗我部氏がほろびる

ぜいれき

西暦

●

↓
｝

●
d

q【

1560

1563

1569

1575

1576

1578

1580

1582

1585

〈にちか底力上【22

5月27日、国親（元親の父）が、高知市長浜の
うらどういこん

浦土（浦戸）城を落とす。元親初陣
入のざ.

美濃の国（現在の峻阜県
さいとう lfっ二人

斎藤氏の娘と結婚《
あき〈にとjDr･とﾙIオ1かつせ（

安芸国虎をせめ、矢流の合戦で安芸城を落とす。
j》ノーII L』んと いf，t』う

渡川（現在の四万十川）の合戦で、一条氏

をほろぼし、土佐の国を統一する。
いよlゆぅぺ'

南伊予に出兵する。
あわとくLｴはくf

阿波（現在の徳島県）の白地城を落とし、この
さぬ9

後、白地を活動の中心地として、阿波・讃岐を

せめる。

春、讃岐に出兵し、中讃岐を支配する。
なかとみル《わ 人よLや_6

中富川（徳島県）の戦いで、三好軍を破り、阿

波の国を統一する。
えひのこう.§｡

伊予（愛媛県）の河野氏を降伏させ、その他の
､砿L』

伊予の武将たちも次々と元親に降伏する。

四国を統一する。


